
■現在時刻を合わせる 

•エアコン運転中は時刻合わせできません。 


1 


時 ftc □せ 


を押す。 


(長押しはしないでください。） 
0M 

0:00が点灯 


靡:^ 


0:00 


0が点滅 



すすむ 

もどる 


を押し、 


現在時刻を合わせる。 


fe r 3：30 


>時刻表示は、 

押し続けると 
早送りになります。 


時計合せ 


を押す。 


: が点滅 

0が点灯 
參これで完了です。 



■光触媒空清フイルターと給気フイルターを取り付ける ㈧ 7 , 38 ベ-シ1 
■ブレーカーを入れる 


お知らせ 


1 の操作で時計以外の表示が出 
た場合、そのまま約60秒間ボ 
タン操作を行わないでください。 
通常の表示にもどります。 

じょうずな使いかたについて 

參泠やし過ぎや暖め過ぎにご 
注意ください。適度な室内 
温度設定は節電につながり 
ます。:： 

厂 < おすすめ設定温度> 

冷房時… 26° C 〜 28 °C 
暖房日 f …201：〜 22 °C 


•窓(こはブラインドや力ーテ 
ンを使用すると、直射日光 
やすきま風を防ぎ、泠房 • 
暖房効果を高めます。 

•エアフィルターの目づまり 
は、泠房 • 暖房効果を低下 
させ、電気のむだ使いとな 
ります。定期的にお手入れ 
をしてください。 

知っておいてください 

參エアコンは運転しないとき 
でも、電力を消費します。 

い47ページ) 

•シーズンオフなど、長期間 
使用しないときはブレー 
カーを切ってください。 

參屋外温度が一 15° C 以下のと 
きは運転開始の1時間以上 
前にブレーカーを入れてく 
ださい。(圧縮機を暖めます。） 

運転条件 

•下表の条件以外で運転を続 
けると、安全装置が働き、 
運転が停止する場合があり 
ます。また、冷房•除湿運 
転の場合、室内ユニットに 
露が付き、滴下する場合が 
あります。 



屋外•温度 

2 TC 〜 43 °C 

室内温度 

211：〜 32 °C 

室内しつど 

80%以下 

暖居 

屋外温度 

- 20° C 〜 24 °C 

室内温度 

27° C 以下 

室内しつど 

70%以下 

加湿:：：::::：： 

屋外温度 

-1 ( TC 〜 24 °C 

室内温度 

1 2° C 以上 

室内しつど 

以下 

除湿 

屋外温度 

1 0° C 〜 42 °C 

室内温度 

18 °C 〜 30 °C 

室内しつど 

80 %以下 


ご使用になる前に 


-30、 

il:/— 
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泠房•除湿冷房運転 



温度を優先したいとき 


除湿泠房運転について 

參通常の泠房運転より湿気を 
多く取り除きます。設定温 
度に到達すると運転を停止 
するため、設定しつどに到 
達しない場合があります。 
しつどを下げるために、室 
内温度より少し低めの温度 
設定:をおすすめします。 


温度としつとを下1 


冷房運転中に 

湿度でしつどを下げる。 

_•除湿泠房運転中に温度を優先的に 
下げたい場合は、冷房運転に切り 
換えることをおすすめします。 


ニオイないスについて 

»「風量自動」に設定してが 
ら、己らら除)显 • 卩余〗显) T > 居 • 
冷房運転を開始すると、室 
内 ユニッ トの中にこちった 
イヤなニオイを抑えてから 
風を送り出すニオイないス 
機能が働きます。 


■風向 • 風量を変えたいとき 

016,18ページ1 

參除湿冷房運転の場合は風量設定は「自動」 
になります。風量変更はできません。 


■温度 • しつどを変えたいとき 


::::::ぬ^::::: 

離 1 8° C ~32 °C 

くおすすめ設定湿度は 26 °C 〜 28 °C です。〉 

〈いつでもさ66「入」の場合〉_ 
60-55,50% •連続から選べます。 

/ 辟^日ゝ A 戸 \〈いつでもさ^)^)「切」の場合〉 

湿度ゎな f ，獅•連続 
_ \ります。/ ?為はら 6 「入」「切」は 

設定切換で設定で きます。 


健湿 . 運転モード、設定温度から決定したしつど 

健湿高め-•健湿より5 %高めのしつど 
健湿低め…健湿よリ5%低めのしつど 
連続 . 除湿を続けます。 


I停止したいと芦 

一 .：.； :: .；.：.： ；.；.：. •；■：•：•；■；•：•：■；■：•：•；■； ：■：■；■ ■：■；■； :■:- 

転/停止) を押す。 

春本体の虹色マルチモ 
消灯しまI。 
































































































































































さらら除湿運転 


梅雨や夏の夜間など除湿冷房では肌寒い場合、「さらら除湿」なら 

除湿した冷たい空気に暖かい空気を混ぜ合わせて、程よい空気をお部屋に送ります。 


さらら除湿運転について 

參さらら除湿運転時に補助的 
に空気を暖めることで、室 
内温度の低下を抑えながら 
湿気を取り除きます。（室内 
温度 18° C 以上で屋外温度 
1〇て以上の場合） 

參泠房 • 除湿冷房運転から、 
さらら除湿運転に変更した 
場合、一時的にしつどが上 
がることがあります。 

參室内湿度 18 Q C 未満では、 
暖房運転にて室内温度を上 
昇させる場合があります。 
屋外温度10で未満では、 
泠暖運転をくり返して除湿 
運転を行います。 

虫エ色マルチモニターランプ 
は暖房時（赤)、泠房時(緑） 
となります。 


いつでもさららについて 

參設定切換で「いつでもさら 
6入」にしておくと、さら 
6除湿運転と除湿泠房運転 
を自動的に切り換え、お部 
屋の温度としつどを調整し 
ます。 

初期設定は「入」になって 
います。 「►之 9 ペニ^ 

❿ リモコンの表示部は、リモ 
コンで設定した運転がさら 
ら除湿運転時は「除湿丄除 
湿)令房運転時は「除湿)令房」 
となります。 

•除湿泠房に切リ換わった場 
合は、さらら除湿運転に比 
ベ吹出し温度は下がります。 

• P 余湿泠房運転からさらら除湿 
運車云に切り換わる際にニオイ 
が発生する場合があります。 

•屋外温度 10° c 以下で室内 
しつどが高いときは、自動 
的に給気を行い、室内のし 
つどを下げます。 


ふつ钱_■+、:とき. 
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く相礙義> を押す。 


除如を表爪 

(寒くならない除湿運転） 
本体の虹色マルチモニター 
ランプ（黄）が点灯 


■風向を変えたいとき 

•風量設定は「自動」になります。 
風量変更はできません。 


■温度 • しつどを変えたいとき 


標準…さらら除湿運転開始時の室内温度を設定溫度 
にしています。お好みに合わせて上記範囲で 
微調整できます。 

連続…除湿を続けます。 


除温 


■停止したいとき 
(|転/停^)を押す。 

•本体の®色マ):レチ毛ニターランプが 
消灯します。 



温度 


砰 価 

T 示 〇 〇ハ T 示 

準一3し〜準 


ill 




湿度 


60 • 55 • 50% -連続から選べます。 


藝 




さらら除湿運転 


運転のしがた 
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暖房運転について 

•屋外温度が下がるにつれ暖 
房能力が低下します。暖まり 
不足の場合には他の暖房器 
具の併用をおすすめします。 

參暖房運転中、室外ユニット 
に霜が付くと能力が低下す 
るため、霜を取り除く運転 
(除霜運転）をします。 

•除霜運転中、室内ユニット 
からは温風が出ません。 


暖房を表示 

本体の虹色マルチモニター 
ランプ（赤）が点灯 


iij 
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好爰房と加湿安したいとき 


加湿暖房運転について 

參暖房運転によってあ'部屋の 
温度が上昇するとき、一時 
的にお部屋の相対しつどが 
下がることがあります。 


湿度でしつどを上げる 


加湿暖房を表示 
(加湿しながら暖房運転） 
本体の虹色マルチモニター 
ランプ(橙)が点灯 


■風向 • 風量を変えたいとき 

016,18ページ I 


f 加湿暖房に 彳40 • 45 • 50% 

^ I 切り換わります cj 連続から選べます, 




連続 . 加湿を続けます。 


三 I 卜 I T*** I \ -3*- 

jnnm I ■ノ y ^ 

nig/l=in 在■♦田才 

i 二，/ j i 〆 w 

_ 本体の虹色マルチモ 
人！"します。 







































































































































































































































































































































































































































































































































































加湿暖房 • 〇るる加湿運転 
について 

♦屋外の空気が6吸収した水 
分を室内に取り込み加湿す 
るため、給水する必要はあ 
りません。 

參屋外の温度 • しつどが低い 
ときや、設定風量が少ない 
場合は、加湿能力が低下す 
るため、設定しつどになら 
ない場合があります。 

籲運転中は、通常の暖房運転 
より運転音はやや大きくな 
ります。 

參加湿ホースを通って屋外の 
音が響いたり、ニオイを吸 
い込んだりすることがあり 
ます。 

參運転時、室外ユニットの上面 
が暖かくなることがあります 
が、異常ではありません。 

參お部屋の条件、在室人数、 
屋外温度 • しつどによって 
は、設定しつどにならない 
場合があります。 

參屋外の温度 • しつどによっ 
ては運転音が変わる場合が 
あります。 


〇るる加湿運転 

「うるる加湿」は、室外機に内蔵した加湿ユニットで外気の水分を取り込みます。 
給水する必要がないため、清潔なうるおい空気をお届けできます。 


•温度は変えられません。 
連続 . 加湿を続けます。 


■停止したいとき 
(運転胤)を押す。 

•本体の虫 I 色レチ韦ニターランプが 
消灯します。 




運転のしがた 
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じょうずな風向調節でより快適な風を。 



風向を上下に変える 


. _____ 

運転中に 

(Bi 向） を押す。 


•風向表示が点灯します。 

フラップ（上下風向調節羽根）が自動で 
上下に動きます。 

•下部の吹出□は、風向を上下には変えら 
れません。 


■風向を固定したいとき 
もう一度 I 風向 1を押す。 


^注意- 

參上下の風向調節は必ずリモコンで行って 
ください。 

無理に手で操作すると、正しく動がな 
かったり、吹出□から露が滴下する場合 
があります。 


風向を左右に変える 



ルーパー（左右風向 
調節羽根）のツマミ 
を持って調節してく 
ださい。 


•上部 • 下部とも左右別々に操作できます。 


上下の風向調節について 

•フラップ（上下風向調節羽 
根）の可動範囲は運転モー 
ドに応じて異なります。 

:@暖房 • 加湿暖房•ろるる加湿 
空清•換気単独運転 
©泠房•除湿冷房•さらら除湿 



水平からの角度で表示しています。 


參フラップが自動で上下に動 
いているとき、運転音が変 
化する場合があります。 


お願い 


フラッブを手で操作した場合 
は、一度運転を停止し、リモ 
コンで再度運転を行ってくだ 
さい。 


お知らせ 


參室内温度が設定温度に到達 
し、室外ユニットが停止し 
ている間は、フラップは停 
止します。 

•上下の風向を固定する場 
合、冷房 • 暖房効果を高 
めるために、暖房運転時は 
フラップを水平に近い状態 
で、冷房 • 除湿)令房*さら 
ら除湿運転時は上向きでご 
使用ください。 




















































































































































































































































































































































































































































































